




















































  父三津五郎（1963・演劇出版社） 
  聞きかじり 見かじり 読みかじり（1965・三月書房） 
  戯場戯語（1968・中央公論社） 
  隈取り（歌舞伎のメークアップ）（1969・芳賀書店） 
  芸のこころ 心の対話（1969・日本ソノ書房） 
  言わでもの事（1970・文化出版社） 
  虚仮の戯言（1972・淡交社） 
  ベルブックス 東海道歌舞伎話（1972・日本交通公社） 
  芸十夜（1972・駸々堂） 
  歌舞伎 虚と実（1973・玉川大学出版部） 
  骨董夜話（1975・平凡社） 
  食い放題（1975・日本経済新聞） 











































































  言語学者、国語学者。京都大学教授。『広辞苑』の編者。NHKの大阪放 
送局設立当時のアナウンサー採用にもかかわった。 
  ・神保格 







  ・長谷川誠也 
  早稲田大学教授。放送用語委員会設立当時は文部臨時国語調査会委員。 
  ・服部愿夫 
  東京中央放送局前部長。 
  ・保科孝一 

















































  きょうは新橋演舞場から、「菅原伝授手習鑑 寺子屋の場」。菊五郎劇団の出演で
ございます。 
  配役、舎人松王丸 尾上松緑、女房千代 中村福助、武部源蔵 市川左団次、女
房戸浪 坂東鶴之助、春藤玄蕃 尾上鯉三郎、御台所錦の前 尾上菊蔵、若君菅
秀才 市川升丸、ほかに小太郎を銀之助、涎くりに大輔が出ております。 

































  資料1.専門委員会最終決定（発音・アクセント）資料 
  資料2.坂東三津五郎氏アクセント 
  資料3.古賀義一氏アクセント（国立劇場） 

































表 1 「三津五郎アクセント資料」のアクセント 
外題 三津五郎 1971年版 




葵の上 ア/オイノ＼ウエ ア/オイノ＼ウエ 
葵之巻 ア/オイノ＼マキ ア/オイノ＼マキ 
安宅関 ア/タカノセ＼キ ア/タカノセ＼キ 































































































































































































































































































けいせい浜真砂 ケーセー ハマノ・マサコ゜ ケーセー ハマノ・マサコ  ゚




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  江口 ほう！ 





















  三番叟（雛鶴三番） 
  【長唄】 
  「雛鶴三番叟」 
  これは種類の多い長唄の三番叟のうちでも最も古いもので、宝暦五年の作である。
中村仲蔵（秀鶴）が勤めたもの。（所作事歌纂） 













 シュ＼ジュ・サッタ チカイノ・カケ＼カ゜ク 
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  額抜け 
  【富本、吾妻路、竹本】 
  五丁目に粟島の由来 
  一つ家に観音の利益 










  安政六年四月廿八日初日、市村座 
  作 河竹黙阿弥 
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